
国公立２次対策シリーズ

スタンダード演習

１．点Oを原点とする座標平面上の1点を )1,2(P とし、ベクトルOPを正の方向に 30

回転したベクトルをOQとする。このとき、

(1) 点Qの座標を求めよ。

(2) 点 Sの座標を )13,732(  とするとき、ベクトルOSを OQOP , で表せ。

（琉球大）

２． 4角形 ABCDの辺 CDAB, の中点をそれぞれ QP, とし、 ACと PQの交点 Rが

RQPRRCAR  ,2 をみたすとする。このとき、 ABPQ , を BCAD , で表せ。

（静岡大）

３．3角形OABにおいて、 AOB の 2等分線と辺 ABとの交点をC、 OAB の 2等分

線と辺OBとの交点を D、 OBA の 2等分線と辺OAとの交点を Eとする。また、

cABbOBaOAbOBaOA  ,,,, とする。このとき、

(1) BEADOC ,, を cbaba ,,,, を用いて表せ。

(2) 0
2
1

 BEADOC となるのはどのような場合か。

（九州大）

４． aを1より大きい実数とする。このとき、 2つの放物線


2

4,2
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22 axxyaxxy  において、①の頂点を A、②の頂点を B、

また①、②の交点で、 x座標の小さい方を P、他方をQとする。

(1) QPBA ,,, の座標を求めよ。

(2) 線分 ABを 3:4 に内分する点をM とする。ベクトル PM とベクトル PQの間に

PQkPM  が成り立つとき、 aと kの値を求めよ。



（神戸大）

５．平面上の3つの位置ベクトル cba ,, が与えられているとき、 crbqapx  であ

るような位置ベクトル xの終点の集合を図示せよ。

ただし、 rqp ,, は 32,2,0,0 ≦≦≧≧ rqpqp  をみたすものとする。

（電通大）

６．△ ABCを含む平面上に、 Aと異なる点 Pをとり、 ACyABxAP 

):,( 実数yx とする。

(1) 直線 APと直線 BCが平行であるならば、 xと yの間にどのような関係があるか。

(2) 直線 APと直線 BCが1点Qで交わるとき、AQを xACAB ,, 及び yを用いて表せ。

（京都産大）

７． A が直角である直角3角形 ABCの斜辺 BCの中点をM とし、辺 ACAB , 上にそ

れぞれ点 QP, をとり、 MQMP  となるようにする。

(1) qMQpMPbMB  ,, のとき、 )( qpbbb  であることを証明せよ。

(2)
222 PQQCPB  であることを証明せよ。

（筑波大）

８． 4辺形 ABCDの内部の点をOとする。OAとODとは大きさ等しく互いに垂直であ

る。またOBとOCも大きさが等しく互いに垂直であるとき、

(1) 10,1 ≦≦ yyx  のとき、 OByOAxOP  をみたす点 Pはどのような図形上

にあるか。

(2) さらに、(1)のOPがCDに垂直であるとき、 Pはどのような点か。

（九州工大）

９．1辺の長さ1の正 6角形の1つの頂点を始点とし、他の頂点を終点とする有向線分の

表す5つのベクトルから異なる 2つをとって内積を作るとき、その最大値、最小値を求め

よ。

（東京理科大）



10. 3角形OABの辺 AB上の点 Pから、直線 OBOA, に垂線を下ろし、その足をそれぞ

れ RQ, とする。 pOPbOBaOA  ,, とするとき、

(1) b
bb
bpORa

aa
apOQ 











)(
)(,

)(
)(

であることを証明せよ。

(2) )10()1( ≦≦ tbtatOP  と表す。OPとQRが直交するときの tの値を求めよ。

（名古屋工大）

11．点Oを中心とする半径1の円周上に3点 CBA ,, がある。

cOCbOBaOA  ,, とおくとき、 02  ctba という関係がある。ただし、

31  t とする。

(1) 内積 ),(,),(,),( accbba を tを用いて表せ。

(2)
4


ABC のとき、3角形 ABCの面積を求めよ。

（大阪市大）

12. 原点Oを中心とし半径 aの円に内接する正3角形 ABCがある。このとき、原点を中

心とし半径bの円周上に点 Pをどのようにとっても、次の各式は一定値をとることを示

し、かつ、その一定値をそれぞれ求めよ。

(1) || PCPBPA 

(2) ),(),(),( PCPCPBPBPAPA 

（順天堂大）

13．平面上に定3角形 ABCと動点 Pがあり、 2つの不等式

0),(,0),( ≧≧ ACCPAPABBPAP  をみたしている。

(1) 線分 CPBPAP ,, のうち、長さの最大なものを求めよ。

(2) 0),( CBCA のとき、線分 APの長さの最小値を求めよ。

（横浜国大）



14．成分が )3,2,1( のベクトル aと点 )6,5,4(Q がある。

(1) xy平面上に点 Pをとり aPQ || となるとき、点 Pの座標を求めよ。

(2) z軸上に点 Rをとり aRQ  となるとき、点 Rの座標を求めよ。

（東京歯大）

15．点 )3,2,1( A を通り、成分が )1,2,1( のベクトルに平行な直線を lとする。

点 )6,5,4(P から lに垂線を下ろし、その交点をHとする。

(1) ベクトル AHの成分を求めよ。

(2) 2点 HP , 間の距離を求めよ。

（徳島大）

16. 点 )4,1,1( Q を通り、ベクトル )1,1,1( N に垂直な平面に点 )3,2,1( P

から下ろした垂線の足の座標を求めよ。

（早稲田大）

17. 空間の3点 )1,1,1(A , )0,3,4(B , )1,0,2( C を通る平面を とする。

(1)  に垂直な単位ベクトル nを求めよ。

(2) 点 )5,2,2( P から、 に引いた垂線の長さを、ベクトル PA と nを利用して

求めよ。

（神奈川歯大）

18. (1) 空間の 4点 )1,2,1( A , )1,3,1( B , )1,2,2(C , ),,( nmlD がある。3
点 CBA ,, を通る平面上に点Dがあるためには nml ,, はどんな関係をみたすことが必要

十分条件であるか。

(2) 空間における 4点 )5,4,3(A , ),5,4( xB , ),2,1( xC , )1,1,1(D が同一平面

上にあるのは x [ ]のときである。

（東京理科大）

19. 空間における直線
3
3

2
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zyx について、次の問いに答えよ。

(1) この直線と同じ方向をもつ長さ1のベクトルを求めよ。

(2) 点 )4,3,2(P からこの直線に下ろした垂線の足をHとするとき、この直線上の



)3,2,1(Q と点Hの間の距離を求めよ。

（島根大）

20. 直線
4
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3
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2
1 



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
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と平面 0342  zyx との交点 Pを通り、平面

0632:  zyx に垂直な直線の方程式は[ ]である。また、点 Pから平面 に

いたる距離は[ ]である。

（旭川医科大）

21. 点 )5,4,3(  の、平面 0123  zyx に関する対称点の座標を求めよ。

（芝浦工大）

22. 空間に 4点 )1,2,1( A , )4,5,7( B , )0,3,1( C , ),3,3( kP がある。

(1) 線分 ACを 1:2: QCAQ に外分する点Qの座標を求めよ。

(2) 2点 QP , を通る直線 lの方程式を求めよ。

(3) 2点 CB , を通る直線をmとする。直線 lとmが交わるように kの値を定めよ。また、

その交点 Rは線分 BCをどのような比に分けるか。

（宮崎大）

23. 空間に 2点 )2,1,0(,)1,0,2( BA が与えられている。Oは座標の原点とするとき、

(1) AOB とすると、 cos の値は［ ]

(2) △ AOBの面積を Sとすると、 S＝［ ］

(3) ベクトル OBOA, のどちらにも垂直な単位ベクトルの成分は［ ］

(4) 平面OAB上の任意の点を ),,( zyxP とするとき、 zyx ,, の間に成り立つ関係式

は［ ］

（近畿大）

24. 空間に 4点 )1,1,1(A , )2,4,3(B , )2,3,2(C , )4,2,2(D がある。

(1) ベクトル ACAB , に垂直な単位ベクトル eの成分を求めよ。

(2) 3角形 ABCを含む平面上に任意の点 ),,( zyxP をとるとき、 zyx ,, の間にどん

な関係式が成立するか。

(3) 点Dより(2)の平面に下した垂線の長さを求めよ。

（北海道大）

25. 空間に5点 )0,0,0(O , )0,0,2(A , )0,3,0(B , )3,0,0(C , )0,3,1(M が

ある。点Oより平面に AMCにおろした垂線の足をHとする。



hOHcOCbOBaOACOH  ,,,, として、つぎに答えよ。

(1) cos の値を求めよ。

(2) hを cba ,, を用いて表せ。

（九州工大）

26. 空間の点 )7,4,1( P を通り、ベクトル )3,5,4(l の方向をもつ直線 lと、点

)1,5,3(Q を通り、ベクトル )1,2,2(m の方向をもつ直線mがある。次の各問いに

答えよ。

(1) ベクトル PQを成分で表せ。また、その長さを求めよ。

(2) ベクトル ml , のどちらにも垂直なベクトル ),,( cban  の成分の比をなるべく簡

単な整数の比で表せ。

(3) 点 Pを通り、方向がベクトル nで与えられる直線を nとするとき、ベクトル PQの

直線 n上への正射影の長さを求めよ。

（法政大）

27. 空間の直交座標系 xyzO の x軸、 y軸、 z軸上にOを始点とする単位ベクトル

321 ,, eee をとる。ベクトル 321 ezeyexOX  を ),,( zyx ともかく。Oを始点とす

る。 2つのベクトル )0,1,1(1 a , )1,1,0(2 a を含む平面を とする。このとき、

(1) ベクトル )4,3,5(OA を 3esp  （ pは平面 上のベクトル）の形でかき表した

とき、ベクトル pと実数 sを求めよ。

(2) 点 Aから平面 へ下ろした垂線の足を Bとするとき、ベクトルOBを 1a と 2a とを

用いてかき表せ。

（東京農工大）



28. cba ,, を空間のベクトルとする。 132 222  zyx をみたすすべての実数 zyx ,,

に対して、ベクトル czbyax  の長さはつねに1であるという。

(1) cba ,, の長さを求めよ。

(2) 内積 ),(,),(,),( cbcaba を求めよ。

（東京工大）

29．原点Oを1端とし、点 )2,2,1( を通る半直線を gとする。

(1) g上の点で原点からの距離が t3 （ 0≧t ）である点の座標を求めよ。

(2) いま、x軸、y軸および直線 gの上に、それぞれ適当に点 CBA ,, をとり、ほかに1点
)1,3,( kD をとる。4点 CBDA ,,, をこの順序で結んでできる 4辺形がひし形になる

には、 kはどんな値をとればよいか。

（神戸大）

30. 球面 Sと xy平面との交わりが円 06422  ayxyx …①で、yz平面との交わり

が円 0222  czbyzy …②であり、円①は直線 3282  yx に接している。

このとき、 a [ ], b [ ], c [ ]で、 Sの中心Oの座標は

([ ],[ ],[ ])、半径は[ ]をである。また、 Sの各座標平面による切口で

ある3つの円の面積の和と Sの表面積の比は[ ]：[ ]である。

（立命館大）

31. 平面 は z軸の正の部分と交わり、ベクトル )2,1,2(a に垂直である。

(1) 球 1122222  yxzyx を平面 で切ってできる円の面積が 4 であるとき、
の方程式を求めよ。

(2) ベクトル )1,1,1(b をこの平面 に正射影してできるベクトルの大きさを求めよ。

（横浜市立大）
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第５回 ベクトル解答
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８．(1) 点 Pは AB（端点を含む）上にある。(2) 点 Pは辺 ABの中点。
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